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たんげ「しかへたい」！ 『弘前ぐらし』の魅力

心躍る四季にどっぷりつかる幸せ

歴史が息づく大好きなまち

言い表せない魅力のあるまち

東京から弘前に移り住んで10年。最初は1年という期間

で移住したのですが、気づけば10年がたちました。東京

に戻る機会は何度かありましたが、戻らなかった理由は弘

前の街や人、風土が私には合っていたからです。私自身の

ルーツが青森にあったことがもしかすると理由の一つに

なっているのかもしれません。弘前は都会に比べると小さ

いです。間違いなく地方都市で不便に思うこともあります。

それ以上に街や人が熱く、数値や言葉だけでは言い表せな

い魅力があると思っています。（工藤）

2016年に愛知県名古屋市から転居した時からずっ

と、弘前ぐらしは私のツボにはまっています。来てよ

かったなあといつも思っています。移り行く四季はそ

れぞれ濃厚で際立っており、その美しさは「人が作り

出せないもの全てがここにある！」と感じるくらい。

折々の岩木山は表情豊かで、津軽のシンボルとなって

いるのもうなずけます。

私は和楽器やお祭りが好きなので、ねぷたまつりを

本場で体感できることは本当に幸せ。また、歴史的建

造物や祭事も奥深く、楽しみは尽きません。（相坂）

大都会・仙台から弘前に移住した私は、正直不安し

かありませんでした。都会を経験すると、田舎の生活

が不便に感じてしまうのではないかと思っていたから

です。

私が弘前に来て一番に感じたのは、「歴史が息づい

ている」ということでした。ねぷた、岩木山、弘前城。

おばあちゃんのそのまたおばあちゃんが見ていた景色

が、今も変わらず残っていることがとても新鮮だった

のです。街が整備されたり、新しい建物が建ったりす

ることはもちろん大切ですが、歴史が息づく弘前が、

私は本当に大好きです！（黒岩）
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緑の相談所横のベンチ

私のお気に入りスポットは、弘前公園内にある緑の相談

所の横にあるベンチコーナーです。屋根もあるし、いつも

人がいなくて静かなのでのんびりひと休みするのにぴった

り。

相談所の前の自動販売機でリンゴジュースを買って、向

かいにある植物の展示を眺めながら休憩するのが私の散歩

ルーティンです（笑）

弘前市役所駐車場から見る岩木山

弘前市庁舎本館は、20世紀を代表する建築家・前川

國男が手がけた建物のひとつで、市民に親しまれている

国の登録有形文化財です。市役所の駐車場から望むこの

景色が、私のおすすめスポット。季節や時間帯でさまざ

まに楽しむことができます。所用のついでに、しばし見

とれる時間が何よりの気分転換になっています。

大王当て

木型で抜いた生菓子「大王当て」は、弘前では

昭和初期から親しまれている「津軽当物駄菓子」の

ひとつ。大中小3種の大きさがあって、えんま大王

の絵が印象的なくじを引き、「大王」が出たら大、

「親」なら中、「子」は小サイズの生菓子をもらえ

ます。盆や正月など、親戚が集まるときに今でも遊

びながら味わっています。ずっと残ってほしい、弘

前の食と文化のひとつです！

おやき

大判焼き、今川焼き、回転焼き。ふんわりした生地に

あんこが詰まっている食べ物は全国的に呼び名が違うこ

とで有名ですが、弘前では「おやき」と呼ぶ人が多いで

す。

長野県出身の私にとっては、おやきと言えば長野の郷

土料理。移住した頃は「あのおやきが!?」と思っていた

のですが、お店で作られていたのは、一個70円前後で

購入できるコスパ最強のおやつでした。生地はもちもち、

冷めてもおいしい。私はいつもまとめ買いしています！

リンゴ

言わずと知れた弘前市のリ

ンゴは生産量日本一。食べられ

るリンゴの種類もおそらく日本

一。王道品種「ふじ」はもちろ

んのこと、王林やとき、つがる

やジョナゴールドといったさま

ざまな品種を簡単に手に入れる

ことができます。私の購入先は

地元の直売所。同じ品種でも

作った農家や地域によっても味

が変わるため、ラベルに載って

いる農家の名前や地域を確認す

るようになりました。

たんげ「あずましい」！

S P O T
「弘前ぐらし」で見つけた、
私たちのとっておきの場所を紹介します

弘前にある忍者屋敷

忍者って何者なのか。タイムスリップできたらのぞいて

みたいですよね。実は、日本で唯一現存する甲賀流忍者屋

敷が弘前にあるんです！それが、私のおすすめスポットの

「弘前忍者屋敷」。

うぐいす張りの床をそろりそろりと進んでいくと、巧み

な仕掛けや隠し部屋があり、背後に人の気配や視線を感じ

たような。。。「早道之者（はやみちのもの）」と呼ばれ

た彼らの末裔が、今も、どこかで弘前を守っているので

は？と想像が膨らみます。

🖋相坂 🖋

① 三重県菰野町
② へずねぇじゃあ
（…！？戦隊もの！？）

🖋 新道 🖋

① 石川県金沢市
② めごい！
（言われたい！）

🖋 まつお 🖋

① 福島県いわき市
② びょん！
（良くまねしていました）

🖋黒岩 🖋

①長野県高山村
② じゃわめぐ
（イチバン使ってます）

🖋阿保 🖋

①青森県弘前市
② さんじゃらっと

🖋工藤健 🖋

① 埼玉県行田市
② わいは！
（どんだば！）

たんげ「めぇ」！

F O O D
弘前の「食」はおいしいだけじゃない？
私たちがお気に入りの弘前の食をお伝えします

Ⓒ 黒岩唯

きょうもあしたも弘前ぐらし
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